
平成28年
広
報

　成人のつどいが８月14日、町民会館で開催され、新成人35人の
門出を祝いました。
　式典では、新成人を代表し、小林蓮さんと大谷ななせさんが「新
成人としての自覚を高め、強い意志と決意を持って人生を切り拓い
ていきたい」と誓いの言葉を述べ、決意を新たにしました。

9

成人としての自覚と責任を胸に

№ 565
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第
三
十
二
回
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
八
月
七

日
、
海
の
プ
ー
ル
祭
り
が
八
月
十
四
日
に
元
和
台
海
浜

公
園
「
海
の
プ
ー
ル
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
夏
ら
し
い
強
い
日
差
し
の
中
で
、
家
族
連

れ
や
夏
休
み
中
の
子
供
達
な
ど
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

マ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
約
四
千
人
が
訪
れ
、
恒

例
の
ツ
ブ
・
ウ
ニ
・
ホ
タ
テ
の
手
づ
か
み
体
験
で
は
、

新
鮮
な
海
産
物
に
子
供
達
は
目
を
丸
く
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、ゴ
ザ
走
り
で
は
軽
快
に
子
供
達
が
走
る
中
、

途
中
で
海
に
落
ち
る
大
人
の
姿
に
会
場
で
は
歓
声
と

笑
い
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

帰
省
客
ら
も
多
く
訪
れ
る
海
の
プ
ー
ル
祭
り
で
は
、

ビ
ー
チ
ク
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や
ラ
ム
ネ
一
気
飲
み
な

ど
が
行
わ
れ
、
会
場
は
笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
終
盤
の
海
の
プ
ー
ル
で
は
、
小
さ
な
子
供
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

木
村
香
澄
さ
ん
と
寺
島
三
姉
妹

の
絵
美
さ
ん
、
真
里
絵
さ
ん
の
民

謡
シ
ョ
ー
で
北
海
盆
歌
や
道
南

ナ
ッ
ト
節
な
ど
盆
お
ど
り
の
定
番

が
始
ま
る
と
、
来
場
者
は
二
重
、

三
重
に
や
ぐ
ら
を
囲
ん
で
輪
を

作
っ
て
盆
踊
り
を
踊
り
、
短
か
い

夏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
迫

力
が
あ
る
と
好
評
の
花
火
大
会

は
、
約
三
千
百
発
の
花
火
が
乙
部

の
夜
空
を
鮮
や
か
に
彩
り
、
来
場

者
は
、
大
き
な
歓
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　

第
二
十
八
回
乙
部
町
ふ
れ
あ
い
交
流
盆
お

ど
り
・
花
火
大
会
が
八
月
十
四
日
、
乙
部
漁

港
中
央
ふ
頭
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

盆
お
ど
り
の
や
ぐ
ら
が
ふ
頭
の
中
央
に
配

置
さ
れ
、
イ
カ
釣
り
漁
船
が
会
場
を
明
る
く

照
ら
す
中
、
山
車
六
台
が
集
ま
り
夏
祭
り
の

雰
囲
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
交
流

　
　
　
　 

盆
お
ど
り
・
花
火
大
会

マ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆

　
　
　
　
　
　
　

海
の
プ
ー
ル
祭
り

↑
今
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
水
陸
両
用
車
イ

ス
。
身
体
の
不
自
由
な
方
も
気
軽
に
楽
し

め
ま
す
。
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永
遠
の

  
平
和
を
願
い

　

乙
部
町
戦
没
者
慰
霊
祭
が
、
八

月
一
日
に
宮
の
森
公
園
忠
魂
碑
前

で
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
遺
族
や
関
係
者
約

七
十
人
が
参
加
し
、
戦
没
者
へ
深

く
哀
悼
の
意
を
表
し
て
い
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
戦
没
者
の
氏
名
が
奉

読
さ
れ
、
根
元
健
二
実
行
委
員
長

の
式
辞
に
引
き
続
き
、
寺
島
町
長

を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
か
ら
、
追

悼
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
参
加
者
全

員
で
忠
魂
碑
に
献
花
し
、
戦
地
で

命
を
落
と
し
た
方
々
に
平
和
を

誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　

東
京
お
と
べ
会
と
さ
っ
ぽ
ろ
乙

部
会
が
八
月
十
四
日
、
共
同
で
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
と
べ
荘
に

タ
オ
ル
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
東
京
お
と
べ
会
櫻
井
文

夫
事
務
局
長
と
羽
原
純
一
事
務
局

次
長
、
工
藤
晃
生
幹
事
が
お
と
べ

荘
を
訪
問
し
、
お
年
寄
り
に
直
接

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
て
「
元
気
に

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し

か
け
て
い
ま
し
た
。

　

お
と
べ
荘
の
野
崎
施
設
長
は

「
地
域
の
方
々
の
協
力
や
入
所
者

の
ご
家
族
、
ふ
る
さ
と
会
の
皆
様

に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
お
と
べ
会
で
は
、

会
員
の
方
か
ら
の
寄
付
金
で
、
毎

年
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
前
の
花
壇
に

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
し
て
花

の
苗
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
な
ど
、
日
頃
か
ら
各
ふ
る

さ
と
会
か
ら
、
様
々
な
形
で
支
援

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
会
の
方
々
の
故
郷
を

思
う
暖
か
い
気
持
ち
は
、
た
く
さ

ん
の
元
気
を
乙
部
町
に
あ
た
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。

お
と
べ
荘
に
ふ
る
さ
と
会
か
ら
贈
り
物

東京おとべ会が開催されます
日　時：平成 28 年 10 月１日（土）　午後 1 時～
場　所：東京都千代田区九段北 4-2-25　アルカディア市ヶ谷
対象者：乙部町出身者を中心に、乙部町に縁のある首都圏
　　　　在住の方が約 100 人参加し、懐かしい顔を見なが
　　　　ら思い出話を楽しみます。
　　　　ご親戚やお知り合いの方に入会を希望されている
　　　　方、総会への出席を希望されている方がおりまし
　　　　たら、9 月 8 日までに乙部町役場総務課までご連絡
　　　　ください。

お問い合わせ先　乙部町役場総務課　62-2311

　
「
Ｊ
Ｎ
Ｎ
ふ
る
さ
と
紀
行　

滝

田
栄
の
北
海
道
檜
山
紀
行
」
の
撮

影
が
八
月
十
八
日
に
乙
部
町
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
番
組
は
、檜
山
七
町
を「
い

に
し
え
（
歴
史
）
の
旅
」「
大
地

の
旅
」「
海
の
旅
」
と
い
う
三
つ

の
テ
ー
マ
に
分
け
て
旅
を
す
る
も

の
で
、
乙
部
町
は
「
海
の
旅
」
に

登
場
し
ま
す
。

　

旅
人
と
し
て
リ
ポ
ー
タ
ー
を
務

め
る
の
は
滝
田
栄
さ
ん
で
、
俳
優

と
し
て
数
多
く
の
ド
ラ
マ
や
舞
台

な
ど
に
出
演
し
、
そ
の
他
に
も
仏

像
制
作
や
執
筆
業
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
っ
て
活
躍
し
て
い
る
方
で

す
。

　

当
日
は
、
ま
ず
く
ぐ
り
岩
に
向

か
い
、
今
か
ら
約
四
百
年
前
に
ニ

シ
ン
漁
を
支
え
る
た
め
に
掘
削
し

て
で
き
た
穴
の
開
い
た
岩
を
、
実

際
に
歩
き
な
が
ら
見
て
回
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
、
宮
の
森
公
園
展
望

駐
車
場
で
乙
部
町
の
景
色
を
見
た

後
に
、
次
の
撮
影
場
所
の
三
浦
水

産
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

三
浦
水
産
で
は
、
名
物
の
の
し

す
る
め
の
製
造
の
見
学
を
行
っ
た

ほ
か
、
す
る
め
の
塩
辛
を
食
べ
、

乙
部
町
で
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

「
す
る
め
好
き
と
し
て
は
た
ま
ら

な
い
！
旨
み
が
す
ご
い
な
～
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

撮
影
後
は
、
三
浦
さ
ん
か
ら
煮

し
め
や
お
に
ぎ
り
が
ス
タ
ッ
フ
の

方
も
合
わ
せ
た
皆
さ
ん
に
振
る
舞

わ
れ
、
賑
や
か
な
食
事
と
な
り
ま

し
た
。

◆
放
送
予
定
日
◆

　

・
Ｈ
Ｂ
Ｃ

　
　

九
月
二
十
二
日

　
　

午
後
一
時
五
十
五
分
～

　

・
Ｂ
Ｓ
‐
Ｔ
Ｂ
Ｓ

　
　

十
月
二
日

　
　

午
前
十
二
時
～
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お父さん＝
　　　　　　石山　利法さん
お母さん＝
　　　　　　　　　深佳さん
わたしは
　 １歳４ヶ月の女の子です。
名前の由来＝
　お姉ちゃん達が２人共、名
前に〝り〟がつくので下の子
にもと思い、色々調べて、良
い名前をおじいちゃんがつけ
てくれました。
両親の願い＝
　健康で元気いっぱいのたく
ましい子に育ってほしいで
す。

お父さん＝
　　　　　甲谷　勇介さん

お母さん＝
　　　　　　　　三樹さん

ぼくは
　１歳４ヶ月の男の子です。

名前の由来＝
　自分の信念をしっかり持っ
て互いに助けあえる人になっ
てほしいと思い付けました。
両親の願い＝
　これから与わる人や物を大
切にできる人間に育ってほし
いです。

石山李美香ちゃん

（潮　見）
甲谷　鉄平くん

（緑　町）

わが家のアイドル

てっぺい り　み　か

　

七
月
二
十
四
日
、
第
八
回
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
お
と
べ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、
二
本
の
ポ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ

と
で
通
常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ
り
、

腰
や
膝
な
ど
身
体
へ
の
負
担
を
軽
減

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
向
上
す
る

な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
北
海
道
健
康
づ
く
り
財

団
よ
り
認
定
さ
れ
た
「
す
こ
や
か

ロ
ー
ド
～
自
然
満
喫
コ
ー
ス
～
」
を

中
心
に
、
八
幡
さ
ん
の
水
コ
ー
ス

二
・
二
㎞
、
自
然
満
喫
コ
ー
ス
四
・
六

㎞
、シ
ラ
フ
ラ
海
岸
展
望
コ
ー
ス
五
・

五
㎞
の
三
コ
ー
ス
で
、
道
内
の
愛
好

家
な
ど
約
百
二
十
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加
者

ら
は
、
各
コ
ー
ス
の
見
所
な
ど
で
磯

の
香
り
や
景
色
を
楽
し
み
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

　

完
歩
後
に
は
、
昼
食
に
三
平
汁
な

ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
笑
顔

で
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
官
軍
上
陸
の
地
に

つ
い
て
の
ガ
イ
ド
も
行
わ
れ
、
遠
方

か
ら
の
参
加
者
は
、「
整
備
さ
れ
た

コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
、
同
時
に
素

晴
ら
し
い
景
色
を
楽
し
み
、
観
光
も

で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
お
と
べ

　

豊
浜
・
花
磯
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ

永
楽
会
の
「
長
寿
と
お
誕
生
を
祝
う

会
」
が
、
七
月
二
十
三
日
に
と
よ
は

ま
地
区
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

毎
年
、
永
楽
会
で
は
長
寿
の
祝
い

年
を
迎
え
る
方
を
対
象
に
お
誕
生
日

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
米
寿
が
一
人
、
喜
寿
が

四
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
永
楽
会
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
事
を
し
な
が
ら
行
わ
れ

た
余
興
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
舞
踊
が

披
露
さ
れ
、
拍
手
喝
采
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

豊
浜
・
花
磯
地
区
で
は
、
お
祝
い

事
の
際
に
地
域
の
母
さ
ん
特
製
の
温

か
い
そ
う
め
ん
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
こ

の
地
区
で
育
っ
た
方
の
故
郷
の
味
と

な
っ
て
い
ま
す
。

長
寿
を
祝
っ
て
、
み
ん
な
で
い
つ
ま
で
も
楽
し
く
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九
月
一
日
は
防
災
の
日
で
す
。
ま
た
、

八
月
三
十
日
か
ら
九
月
五
日
は
「
防
災
週

間
」、
九
月
の
一
ヶ
月
は
「
防
災
月
間
」
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
、
台
風
、
集
中
豪
雨
と
災
害
は
忘

れ
た
頃
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　

特
に
、
近
年
で
は
全
国
的
に
異
常
気
象

が
多
く
見
ら
れ
、
北
海
道
内
で
も
局
地
的

豪
雨
な
ど
に
よ
り
洪
水
や
土
砂
災
害
が
起

こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

乙
部
町
で
も
、
平
成
二
十
五
年
八
月

十
八
日
に
記
録
的
な
豪
雨
が
あ
り
、
河
川

が
増
水
し
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
、
国
道

で
は
道
路
が
冠
水
し
て
一
部
通
行
止
め
に

な
り
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
も
し
も
の
時
に
そ
な
え
、

正
し
い
行
動
が
で
き
る
よ
う
災
害
時
の
対

応
や
、
避
難
場
所
の
把
握
な
ど
、
こ
の
機

会
に
再
確
認
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　　

災
害
時
に
的
確
な
行
動
を
と
る
た
め
に

は
、
正
確
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
な
ど

を
積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
乙
部
町
で
は
防
災
行
政
無
線
を

整
備
し
て
お
り
、
全
て
の
家
庭
に
個
別
受

信
器
を
設
置
し
、
町
内
十
九
ヵ
所
に
屋
外

拡
声
器
が
設
置
さ
れ
、
災
害
が
予
想
さ
れ

る
時
に
は
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
個
別
受
信
機

は
、
停
電
時
に
は
商
用
電
源
か
ら
乾
電
池

に
自
動
で
切
り
替
わ
る
の
で
、
常
に
コ
ン

セ
ン
ト
を
差
し
込
ん
で
い
る
こ
と
と
、
一

年
に
一
度
は
乾
電
池
を
交
換
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
災
害

が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
と
き
、

町
か
ら
避
難
に
つ
い
て
の
情
報
が
段
階
を

分
け
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

①
避
難
準
備
勧
告

　

河
川
水
位
の
上
昇
や
気
象
状
況
か
ら
判

断
し
て
、
避
難
が
必
要
と
予
想
さ
れ
る
場

合
に
発
令
し
ま
す
。
適
切
に
避
難
で
き
る

よ
う
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

②
避
難
勧
告

　

今
後
の
気
象
状
況
に
よ
り
、
洪
水
な
ど

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
発
令
さ
れ
ま
す
。

速
や
か
に
避
難
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

③
避
難
指
示

　

避
難
指
示
が
で
た
ら
、
近
所
の
方
や
地

域
で
協
力
し
て
直
ち
に
避
難
所
へ
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

※
①
か
ら
③
に
か
け
て
危
険
度
は
高
く
な

り
ま
す
。

●
動
き
や
す
く
安
全
な
服
装
で
、
運
動
靴

　

を
履
き
ま
し
ょ
う
。

●
持
ち
物
は
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
る
な
ど
、

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
両
手
を
使
え
る
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
道
路
が
冠
水
し
た
場
合
な
ど
、
水
の
中

　

を
歩
く
と
き
は
側
溝
な
ど
に
は
ま
ら
な

　

い
よ
う
、
長
い
棒
で
確
認
す
る
な
ど
足

　

元
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
水
の
深
さ
が
ひ
ざ
上
ま
で
あ
る
と
き
は
、

　

無
理
を
し
て
避
難
所
へ
行
く
よ
り
も
二

　

階
な
ど
高
い
と
こ
ろ
に
留
ま
る
方
が
安

　

全
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
で
す

が
、
必
ず
起
こ
る
も
の
と
考
え
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
あ
わ
て
な
い
た
め
の
準
備
を

整
え
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
時
は
第
一
に
自
ら
の
身
を
守
る
こ

と
は
当
然
で
す
が
、
周
囲
の
方
と
協
力
し

て
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

普
段
か
ら
、
自
助
・
共
助
を
見
つ
め
な

お
し
、
日
頃
か
ら
防
災
へ
の
関
心
を
高
く

持
つ
こ
と
で
、
災
害
に
強
い
町
で
い
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

防
　
災
　
特
　
集

～
台
風
・
集
中
豪
雨
に
そ
な
え
て
～

◆
防
災
は
日
頃
の
心
が
け

◆
正
確
な
情
報
を
！

◆
町
が
発
令
す
る
避
難
情
報

◆
避
難
す
る
と
き
の
注
意
点

◆
日
頃
か
ら
防
災
へ
の
関
心
を

１次持ち出し品　避難所へ行く時に

No 品　　　名 備　考　メ　モ

1 懐中電灯 電池式は予備電池を忘れずに。１
人１個がベスト。

2 携帯ラジオ 被災地の情報収集は不可欠。予備
電池を忘れずに。

3 ローソク・ライター 長時間の使用に適している。
4 缶入り乾パン 最低限の食料として。

5 ペットボトル入り飲料水
水は「１人１日３ℓ」の備えが必要
だが、持ち運びの重量を考えると半
分の「１人１日１. ５ℓ」が妥当。

6 救急セット・常備薬 持病薬は処方箋のコピーも。

7 万能はさみ サバイバルナイフなどのハサミ、ナイフ、
缶切りなどの複合ツールがあると便利。

8 軍手・手袋 軍手は熱に強い綿 100％のもの。皮
手袋はガラス破片の片付けに役立つ。

9 ロープ 救助用

10 レジャーシート １人あたり１畳分程度ほしい。避
難先のスペース確保に。

11 サバイバルブランケット 非常時の軽量防寒ブランケット。
12 簡易トイレ トイレにいけないことは深刻。

13 タオル ケガの手当て、汚れの拭き取りな
ど用途は広い。少し多めに準備

14 ポリ袋 物を入れるなど。汎用性が高い。
15 トイレットペーパー ウエットティッシュなども便利。
16 笛（ホイッスル） 居場所を知らせ、助けを求める手段。
17 現金（10 円玉） 公衆電話用
18 布ガムテープ 伝言メモの用紙にもなる。
19 油性マジック 伝言を書く。
20 筆記用具 メモ帳とペン。
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打ち忘れていませんか？
高齢者肺炎球菌予防接種

　インフルエンザ流行前の、体調の良いうちに接種を済ませておくことをお勧めします。助成の対
象となるのは 1 人 1 回きりです。

肺炎とは？
　細菌やウイルスなどが、体に入り込んで起こる肺の炎症で、症状としては、発熱や咳、痰、息苦しさ、
胸の痛みなどがあります。
　体力や抵抗力（免疫力）が弱まった時などに感染を起こしやすく、普段元気に暮らしている方でも、
持病の悪化や体調不良などをきっかけに感染する可能性のある病気です。
　日常でかかる肺炎の原因で最も多いのが「肺炎球菌」によるものです。

①、②のいずれかに該当し、過去に接種をしたことがない方。

①　平成 28 年度に下記の年齢になる方・・・下記生年月日の方は次年度以降対象となりません。

②　60 歳以上 65 歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能で１級の身体障害者手帳をお持ちの方

平成 28 年度の定期接種の対象者

65 歳（昭和 26 年 4 月 2 日～ 27 年 4 月 1 日）

75 歳（昭和 16 年 4 月 2 日～ 17 年 4 月 1 日）

85歳（昭和 ６ 年4月2日～  7 年4月1日）

95 歳（大正 10 年 4 月 2 日～ 11 年 4 月 1 日）

  70 歳（昭和 21 年 4 月 2 日～ 22 年 4 月 1 日）

  80 歳（昭和 11 年 4 月 2 日～ 12 年 4 月 1 日）

  90歳（大正15年4月2日～昭和2年4月1日）

100 歳（大正 5 年 4 月 2 日～ 6 年 4 月 1 日）

実施期間 平成 29 年３月 17 日（金）まで　( 外来のある日 )　※１日約５名まで

会　　場 乙部町国民健康保険病院

個　　人
負 担 金

１回接種　３，０００円　
※生活保護世帯の方は申込時にお申し出下さい。
※接種料金８，１１０円のうち、町より５，１１０円を助成しています。

申　　込 申込先　乙部町役場　町民課保健衛生係　　電話　６２－２３１１

そ の 他 お申込み後、役場より接種のご案内、問診票、注意事項をお送りします。
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9月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

／ ／ ／ ／ ₁ ₂ ₃
お達者ぴんしゃん教室

（ケア 午前10時～）
おたっしゃ体操教室

（栄ふ  午後 1 時 30 分～） 

₄ ₅ ₆ ₇ ₈ ₉ 10
休日当番医
厚沢部町国保病院

たんぽぽクラブ
（交流 午前10時～）

作って食べよう会
（三ツ谷・潮見）
（三研 午前 10 時～）

赤ちゃん相談・健診
（ケア 午後 1 時～）
サロン「とよはな」

（豊セ 午後 1 時～）
ブックスタート

（ケア 午後 1 時 15 分～ )

四種混合予防接種
（国保 午後１時 30 分～）
BCG 予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
おたっしゃ体操教室

（ゆ里 午後 1 時 30 分～）

すくすく広場
（つ保 午前 9 時 30 分～） 

11 12 13 14 15 16 17
休日当番医
勤医協診療所
檜山管内スポーツフェスタ
パークゴルフ競技の部

（ゆ里 午前 9 時 30 分～）

作って食べよう会
（栄浜）
（栄ふ 午前 10 時～）

健康相談
（潮希 午後１時 30 分～）

健康相談
（ゆ里 午後１時 30 分～）

健康相談
（三愛 午前 9 時～）
健康相談

（三研 午前 9 時 40 分～）
たんぽぽクラブ

（公民 午前 10 時～）
お達者ぴんしゃん教室

（ケア 午前10時～）
本町地区敬老会

（町館 午前11時～）

 鳥山地区敬老会
（ゆ里 午前11時～）

18 19 20 21 22 秋分の日 23 24
休日当番医
佐々木病院
姫川・旭岱・千岱野
地区敬老会

（姫ふ 午前10時～）
元和地区敬老会

（元交 午前11時～）

休日当番医
上ノ国診療所
豊浜地区敬老会

（豊セ 午前11時30分～）

ヒブワクチン予防接種
（国保 午後 1 時 30 分～）

肺炎球菌ワクチン予防接種（小児）
（国保 午後 1 時 30 分～）
日本脳炎予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
こころの健康相談

（江保 午後 3 時～） 

1 歳 6 か月児、
3 歳児健診

（交流 午後 1 時～）
男のお達者教室

（ケア 午後１時 30 分～）

休日当番医
道立江差病院
縁桂森林フェスティバル

（縁桂 午前 10 時～予定）

南部檜山清掃セン
ターは機械点検整
備のため休業とな
ります。
みたい！よみたい！
絵本とかみしばい

（公民 午前 10 時～

25 26 27 28 29 30 ／
休日当番医
道立江差病院
檜山管内スポーツ少年団
剣道交流大会

（町体 午前 9 時～）

健診結果説明会
（公民 午前 9 時 30 分～）
おしゃべりサロン 

（姫ふ  午後 1 時 30 分～）

健診結果説明会
（公民 午前 9 時 30 分～）
献血移動車「ひまわり」来町

（町内 午前 10 時～）
おたっしゃ体操教室

（元交  午後 1 時 30 分～）

8
28

会
場
・
場
所
略
称

( 国保 ) 国保病院
( 町体 ) 町民体育館
( ケア ) ケアセンターおとべ
( 町館 ) 町民会館

（豊セ）とよはま地区センター

（交流）生きがい交流センター 
( ゆ里 ) ゆりの里活性化センター
( 江保 ) 江差保健所
( 三愛 ) 三ツ谷愛郷会館
( 三研 ) 三ツ谷研修会館

（元交）元和交遊館
（栄ふ）栄浜ふれあいセンター
（公民）公民館
（姫ふ）姫川ふれあいセンター
( 潮希 ) 潮見希望館

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

不燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

不燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

8
30

8
31

8
29

10
₁

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

  敬老の日
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教
育
委
員
会
主
催
の
平
成

二
十
八
年
度
成
人
の
つ
ど
い
が
八

月
十
四
日
、
町
民
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
に
は
帰
省
者
を
合
わ

せ
た
三
十
五
人
が
参
加
。
杉
江
教

育
長
の
式
辞
の
後
、
寺
島
町
長
、

大
坂
議
長
か
ら
お
祝
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
を

代
表
し
て
小
林
蓮
さ
ん
と
大
谷
な

な
せ
さ
ん
が
「
新
成
人
と
し
て
の

自
覚
を
高
め
、
強
い
意
志
と
決
意

を
も
っ
て
人
生
を
切
り
拓
い
て
い

き
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
っ
て
町
内
視
察
も

行
わ
れ
、
母
校
の
乙
部
中
学
校
を

訪
問
し
た
際
に
は
、
当
時
を
懐
か

し
む
よ
う
に
校
舎
を
見
学
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
後
の
交
歓

会
で
は
友
人
と
の
久
し
振
り
の
再

会
を
楽
し
み
、
近
況
報
告
や
将
来

の
夢
に
つ
い
て
話
し
合
う
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

新
成
人
の
門
出
を
祝
う

 

～ 
乙
部
町
成
人
の
つ
ど
い 

～

第318号

教
育
委
員
会
だ
よ
り

     
明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

七
月
二
十
九
日
、
教
育
委
員
会

主
催
の
第
二
十
六
回
小
中
学
生
水

泳
競
技
大
会
が
町
民
プ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
四
十
二
人
の
選
手
が
出

場
し
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
選

手
を
代
表
し
て
乙
部
小
六
年
の

佐
々
木
悠
椰
さ
ん
と
牛
谷
内
結
衣

さ
ん
が
「
自
己
記
録
の
更
新
を
目

標
に
頑
張
り
ま
す
」
と
宣
誓
。
四

泳
法
と
リ
レ
ー
種
目
の
ほ
か
、
低

学
年
も
楽
し
く
出
場
で
き
る
よ
う

に
ビ
ー
ト
板
キ
ッ
ク
や
水
中
玉
入

れ
競
争
な
ど
を
実
施
。
選
手
は
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
白

熱
し
た
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

乙
部
町
小
中
学
生

　

水
泳
競
技
大
会

命
の
大
切
さ
を

　

 

語
り
つ
な
ぐ

地
域
社
会
へ
の

   

貢 

献 

活 

動

　

七
月
二
十
一
日
、
乙
部
中
学
校

に
お
い
て
三
浦
浩
氏
を
講
師
に
全

校
道
徳
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
浦
氏
は
高
校
一
年
生
の
時
に
奥

尻
町
で
南
西
沖
地
震
に
遭
わ
れ
た

経
験
を
も
と
に
、
紙
芝
居
で
津
波

避
難
の
大
切
さ
を
広
め
る
活
動
を

さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
亡
く
な
っ

た
命
は
生
き
返
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
が
、
教
訓
は
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
思
い
か
ら
、「
待

た
な
い
、
探
さ
な
い
、
寄
ら
な
い
、

荷
物
を
持
た
な
い
、
心
の
準
備
を

し
て
お
く
」
な
ど
、
命
を
守
る
た

め
に
大
切
な
こ
と
を
伝
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

八
月
四
日
、
乙
部
中
学
校
の
生

徒
会
執
行
部
が
中
心
と
な
り
、
滝

瀬
の
く
ぐ
り
岩
付
近
の
海
浜
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
生

徒
会
執
行
部
が
地
域
に
貢
献
し

よ
う
と
、
自
ら
企
画
や
運
営
を
し

た
取
り
組
み
で
す
。
清
掃
活
動
で

は
、
執
行
部
の
ほ
か
各
学
年
の
生

徒
も
参
加
。
空
き
缶
や
空
き
瓶
を

は
じ
め
海
外
か
ら
の
漂
着
物
な

ど
も
打
ち
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
生

徒
は
協
力
し
合
い
な
が
ら
熱
心

に
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
て
い
ま
し

た
。
来
年
以
降
も
栄
浜
や
豊
浜
な

ど
各
地
域
で
海
浜
清
掃
活
動
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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図書室の新刊おすすめ紹介
【一般向け】
●北海道の法則デラックス　　　　　　　　 （泰文堂）
●トットひとり　　　　　　　　　　　　　 （黒柳 徹子）
●認知症は早期発見で予防できる　　　　　 （青柳 由則）
●希望荘　　　　　　　　　　　　　　　　 （宮部 みゆき） 
●裸の華 　　　　　　　　　　　　　　　　（桜木 紫乃）
●帰郷　　　　　　　　　　　　　　　　　 （浅田 次郎）
●つまみ細工で作る季節のお花　　　　　　 （花ちっく）
●本当は怖い低血圧　　　　　　　　　　 （秀和システム）
●子どもの力を伸ばす！！じょうずな叱り方・ほめ方（小崎 恭弘）
●まご育ての本　　　　　　　　　　　　　 （くすくす）　

【幼児・児童向け】
●にげてにげてつなみがくるよ　　　 （やすいすえこ脚本）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（かみしばい）
●オリンピックのクイズ図鑑　　　　　　　（学研プラス）
●日本地理データ 2016　　　　　　　　　  （松田 博康）
●さけのかけごえどんどこせ 　　　　　　  （菅原 たくや）
●つばめこうくう 　　　　　　　　　　（もとやす けいじ）
●ディズニー／ピクサーのベッドタイムストーリー（田中奈津子）

《皆さまのご利用をお待ちしています》

　

公
民
館
主
催
の
講
座
「
む
か
し

の
あ
そ
び
を
し
よ
う
」
が
八
月
二

日
、町
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昔
の
遊
び
を
通
じ
て
世
代
間
交
流

を
図
ろ
う
と
開
催
さ
れ
た
講
座
で

は
、
澤
村
一
明
氏
と
笹
谷
正
行
氏

（
鳥
山
）
の
指
導
で
パ
ッ
チ
と
パ

カ
パ
カ
（
缶
馬
）
を
製
作
。
完
成

し
た
パ
ッ
チ
で
試
合
を
実
践
し
て

楽
し
み
、
パ
カ
パ
カ
も
す
ぐ
に
コ

ツ
を
つ
か
み
上
手
に
乗
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
講
師
の
澤
村

氏
は
「
昔
は
お
金
が
無
く
て
も
自

分
で
工
夫
し
て
遊
び
道
具
を
何
で

も
手
作
り
し
て
い
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
健
全
育
成
を
願
っ
て

　

七
月
二
十
二
日
、
町
民
会
館
に

お
い
て
青
少
年
健
全
育
成
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
、
自
治
会
町
内
会

長
、
民
生
委
員
、
社
会
教
育
委

員
、
学
校
関
係
者
な
ど
三
十
五
人

が
参
加
。
江
差
警
察
署
刑
事
・
生

活
安
全
課
の
梶
澤
氏
に
よ
る
最
近

の
青
少
年
の
非
行
の
状
況
と
青
少

年
を
守
る
取
組
み
の
情
報
提
供
の

ほ
か
、
檜
山
教
育
局
教
育
支
援
課

の
松
浦
氏
に
よ
る
「
子
ど
も
の
豊

か
な
心
を
育
む
保
護
者
や
地
域
の

関
わ
り
」
と
題
し
た
講
話
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
夏
休
み
を
迎

え
る
に
当
り
、
お
祭
り
や
地
域
行

事
な
ど
の
生
活
・
文
化
体
験
を
通

し
て
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

『みたい！よみたい！絵本とかみしばい』
９月24日（土）10時～　協力：館浦婦人会読み聞かせの会

昔
の
遊
び
に
挑
戦

お
は
な
し
楽
し
い
ね

　

公
民
館
と
講
談
社
共
催
の
全
国

訪
問
お
は
な
し
隊
の
お
は
な
し
会

が
八
月
四
日
、
つ
く
し
保
育
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
お
は
な
し
隊
は

六
百
冊
の
絵
本
を
積
載
し
た
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
で
約
二
年
を
か
け
て

全
国
の
都
道
府
県
を
巡
回
し
て
い

ま
す
。

　

お
は
な
し
隊
員
に
よ
る
読
み
聞

か
せ
で
は
、
園
児
達
は
興
味
深
そ

う
に
絵
本
に
見
入
り
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
カ
ー
の
見
学
で
は
、
た
く
さ
ん

の
絵
本
の
中
か
ら
お
気
に
入
り
を

選
ん
で
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
お
は
な
し
隊
は
今
後
も
全
国

各
地
を
訪
問
す
る
そ
う
で
す
。

陸上競技で全国大会へ出場 !!
　乙部小学校６年の瀧澤七菜さん（厚沢部アスレチッ
ククラブ所属）が７月 17 ～ 18 日に旭川市で開催され
た第 34 回北海道小学生陸上競技大会に出場し、小学６
年女子４× 100 ｍリレーで全道優勝を果たしました。
瀧澤さんは、北海道代表チームとして、８月 20 日に横
浜市で開催される第 32 回全国小学生陸上競技交流大会
へ出場しました。

スキージャンプ選手
葛西紀明氏 講演会のお知らせ

　40 歳を超えてなお第一線で活躍をすることから「レ
ジェンド（生ける伝説）」と国内外から称される葛西紀
明氏の講演会が開催されます。
日　時　平成 28 年９月 17 日（土）　18:30 ～ 20:00
会　場　厚沢部町総合体育館
演　題　「夢は、努力でかなえる。」
入場料　無料

【問合せ】事務局 : 上ノ国町立滝沢小学校 ℡ 0139-58-5036
主催 檜山教育講演会実行委員会・㈶北海道教職員互助会
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檜山地区肝がん検診のお知らせ
検 診 日：平成 28 年 10 月 15 日（土）　午前 9 時～午後 2 時
場　　所：厚沢部町保健福祉センター
主　　催：肝がん検診団
検診費用：6,000 円（当日、会場にてお支払い下さい。）
検診内容：問診、採血、腹部エコー、療養相談
申込期間：9 月 15 日（木）～ 28 日（水） 定員 50 名
  ※締切り後は要電話
申込み先・お問合せ先：肝がん検診団事務局　電話　011-350-1008
受付時間：午前９時～午後５時　留守番電話対応（月土日祝休み）
※折り返し受診時刻などを記載した予約票を発送しますが、10 月 13
日までに届かない場合はお電話ください。

北海道立江差高等看護学院
平成29年度入学生募集

お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

　

9
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
9
月
6
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
２
時
15
分

▽
9
月
21
日
（
水
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
２
時

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時
45
分

乙部町国民健康保険病院　9月外来診療日程表 診療受付時間　午前   8:30～11:00
　　　　　　　午後   1:00～  3:00

※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な
　限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。

子宮頸がん予防ワクチンについて

　恵まれた自然と歴史・伝統を誇る江差の町で看護師を目指しま
せんか！
　北海道立江差高等看護学院では、平成 29 年度の入学生を募集
しています。

　受験区分：一般入学・推薦入学・社会人入学
　募集定員：合計 40 名（推薦・社会人入学試験を含む）
　試験日程：（ 一般 ）平成 29 年 1 月 10 日（火）～ 11 日（水）
　　　　　　（推・社）平成 28 年 10 月 12 日（水）
　出願期間： （ 一般 ）平成 28 年 11 月 28 日（月）～ 12 月９日（金）
　　　　　　（消印有効）（推・社）平成 28 年８月 30 日（火）～ 9 月 12 日（月）
　募集要項：募集要項及び出願に必要な各書類は、本学院窓口で
配布しているほか、ホームページでも閲覧・ダウンロードできま
す。インターネットが利用できない場合は、電話でお問い合わせ
ください。
　　　　　　　　　　　　　
　問合せ先】
　北海道立江差高等看護学院（☎ 0139-52-1417)
　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/ekg/　

　現在、子宮頸がん予防ワクチンの接種を積極的には
お勧めしていません。
　接種に当たっては、有効性とリスクを理解した上で
判断してください。

　子宮頸がん予防ワクチンは、平成 25 年 4 月より定期予防接種と
なりました。
　しかし、ワクチンの接種後に因果関係が否定できない持続的な疼
痛が特異的に見られたことから、平成 25 年 6 月に審議が行われ、副
反応の発生頻度がより明らかになるまでの間ワクチンの定期接種を
積極的に勧奨しないよう厚生労働省より勧告がありました。現在も
審議が続けられている状況です。
　乙部町においても対象者又はその保護者への積極的な勧奨を差し
控えております。
　なお、対象者のうち接種を希望する方については、これまでどお
り定期接種として接種できますが、ワクチン接種の有効性及び副反
応等について十分理解した上で接種するようお願いします。
　
定期接種の対象となる期間：小学校６年生～高校１年生までの女子
　　　　　　　（乙部町では中学２年生のみ案内を送付しています）

リスクを理解した上で接種希望の方は、
乙部町役場　保健衛生係（電話：６２－２３１１）までご連絡ください。

９月は国民健康保険税〈第３期〉固定資産税〈第３期〉の納期限です。

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

午
前

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

奈
良

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

敬
老
の
日

村
瀬

村
瀬

秋
分
の
日

奈
良

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

村
瀬

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

奈
良

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

奈
良

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

野
村

午
後

村
瀬

村
瀬

野
村

奈
良

奈
良

奈
良

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

村
瀬

野
村

村
瀬

奈
良

野
村

野
村

村
瀬

野
村

村
瀬

村
瀬

【対象となる方】
　Ｂ型肝炎ウイルスを持っている方（ＨＢＶキャリア）
　Ｃ型肝炎ウイルスを持っている方（ＨＣＶキャリア）
　肝臓病のある方、過去に肝臓病になったことのある方
　輸血や血液製剤を使用したことのある方
　家族に肝臓病のある方
　治療を中断された方
　肝臓専門医の診察を一度も受けたことのない方
　脂肪肝やメタボリックシンドロームが気になる方



〔11〕

病院長　総合診療（外科）　伊藤　靖
　平成 28 年４月より新しく北海道立江差病院の院
長を拝命させていただくことになりました。少子
高齢化と人口減がすすみ、なおかつ広大な大地に
医療資源が偏在する北海道の中において、特に医
師・看護師・コメディカルなどのスタッフ確保と
病院経営では厳しい状況を余儀なくされ、以前よりは病院全体の体力
が落ちてきているのは事実です。このような状況にありましても、道
南・南檜山の地域の皆様が、満足していただける３Ａ（「安全」「安心」

「温かみある」）な医療の提供と一層信頼される病院としての責務を果
たすことを目指して、スタッフ一同頑張っておりますので、どうぞ皆
様、暖かい応援をこれからもよろしくお願いいたします。
精神科　荻原　英之
　この４月から新しく赴任致しました神経精神科
の荻原と申します。前任地の札幌医科大学附属病院
より参りました。江差の風の強さには驚きました
が、海が近く、海の見える景色のきれいさには感動
致しました。専門は精神科領域全般です。どうぞよ
ろしくお願い致します。

新任医師紹介（病院長、精神科）

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

整 形 外 科 午前　月～金曜日

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

総合診療（外科） 午前　火曜日と水曜日と木曜日
外 科 午前　9日金曜日のみ

小 児 科 午前　月～金曜日
午後からの受診は事前に連絡願います

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　6日・14日・15日・20日・21日・28日・29日
午後　14日・28日

眼 　 　 　 科
午前　15日・29日
　　　（予約以外の方は10時までに受付）
午後　7日・14日・28日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 　　　9日・23日

外来診療体制
9 月の診療予定です

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
午後･･･1時00分～2時30分

※診療受付時間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

国民年金保険料の納め忘れはありませんか
　国民年金は、老後の生活や障害、死亡などのもしもの時にあなたの大きな支えとなります。保険料の納め忘れが続くと、将
来の年金を受け取ることができなくなるばかりか、障害年金や遺族年金を受け取れない場合があります。
　もしもの時に後悔することのないよう、保険料はきちんと納期内に納めましょう！（納期は翌月末です。また、過去５年間
までは、後納制度により保険料を遡って納付することができます。）

　国民年金には、保険料納付が免除される制度や猶予される制度があります。納付が困難な方は役場の年金係で手続きを行っ
てください。

★平成 26 年４月からは、申請時点から２年１ヵ月前までの期間について、遡って免除等を申請できるようになりました。
★保険料免除などの承認された期間（多段階免除承認期間において一部納付がない期間は除かれます。）は、老後に年金を受け
　取るための資格期間に含まれるだけでなく、万一の時に、障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取る資格期間にも含まれます。
　また、失業された方は、離職票や雇用保険受給資格者証を添付すると、前年の所得に関係なく免除される特例もあります。

☆お問い合わせは・・・役場町民課年金係（電話６２－２３１１）☆

ねんきんの窓

看護職員募集のお知らせ
　臨時および看護師職員を常時募集しております。
☎ 52-0036（内線 202）総看護師長 中野（離職した方でも、正
職員として再就職可能です。）助産師、薬剤師、臨床工学技士も募集
しております。次回の職員試験実施予定日は９月９日、10 月 15
日です。詳しくは、北海道病院管理室ホームページへ

９月21日㈪～30日㈬は秋の全国交通安全運動期間です。

国民年金保険料の納付が困難なときは

納付が困難なときは 50 歳未満の方は 学生の方は
保険料免除制度 保険料納付猶予制度 学生納付特例制度

　本人・世帯主・配偶者の前年所得（１月か
ら６月までに申請される場合は前々年所得）
が一定額以下の場合には、申請により保険料
の納付が全額免除または一部納付（３/ ４、
１/ ２、１/ ４）になります。

　50 歳未満の方で本人・配偶者の前
年所得（１月から６月までに申請さ
れる場合は前々年所得）が一定額以
下の場合には、申請により保険料の
納付が猶予されます。

　学生の方で本人の前年所得（１月
から３月までに申請される場合は
前々年所得）が一定額以下の場合に
は、申請により保険料の納付が猶予
されます。
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編　

集　

後　

記

　

八
月
は
立
て
続
け
に
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
、
疲
れ
て
し
ま
っ
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
既
に
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
季
節
の
変
わ
り
目
と
い

う
こ
と
で
、
昼
夜
の
寒
暖
の
差
が
激

し
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
体
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
九
月
は
各
地
区
で
敬
老
会

が
あ
り
ま
す
が
、
私
も
写
真
を
撮
り

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
元
気
な
笑
顔
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
ね
！
（
Ｈ
．
Ｎ
）

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

町 の 人 口
= ７月末現在 =

世帯数　1,927（−２）〈−1〉

人　口　3,930（−6）〈−22〉
　男　　1,811（−2）〈−11〉
　女　　2,119（−4）〈−11〉

（ ）内は前月との比較増減

〈 〉内は 3 月末からの累計増減

　

先
月
は
笹
谷
商
店
直
売
所『
釧

之
助
』
さ
ん
に
置
か
せ
て
頂
い

て
い
る『
官
軍
上
陸
の
地
の
ル
ー

フ
レ
ッ
ト
』
が
無
く
な
っ
た
と

連
絡
を
も
ら
い
持
参
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
も
山
田
顕

義
と
甲
鉄
を
知
っ
て
貰
い
た
い

目
的
で
、
笹
谷
商
店
さ
ん
に
置

か
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

無
料
ガ
イ
ド
を
実
施
す
る
以

前
か
ら
考
え
て
い
た
の
は
、
乙

部
の
皆
さ
ん
に
故
郷
を
誇
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
も
ら
う
お
手
伝

い
を
し
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

ま
た
ノ
ル
デ
ィ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
百
数
十
名
の
皆
さ
ん
を
、

官
軍
上
陸
の
地
と
宮
の
森
公
園

で
お
迎
え
す
る
機
会
を
頂
き
ま

し
た
。
軍
服
と
刀
、
そ
し
て
舎

熊
（
歌
舞
伎
や
能
で
使
用
す
る

長
い
カ
ツ
ラ
）
を
被
り
、
コ
ス

プ
レ
を
し
た
の
で
写
真
も
求
め

ら
れ
ま
し
た
し
、
午
後
か
ら
町

民
会
館
で
講
演
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

歴
史
の
話
は
す
べ
て
の
方
が

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

興
味
を
持
つ
わ
け
で
な
い
の
で
、

通
常
の
ガ
イ
ド
と
は
違
う
構
成

で
最
初
は
話
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

道
南
の
昆
布
が
江
戸
幕
府
を

倒
し
た
と
い
う
持
論
の
話
で
す
。

　

北
前
船
で
道
南
の
昆
布
が
富

山
・
薩
摩
（
鹿
児
島
）・
琉
球

（
沖
縄
）・
清
（
中
国
）
へ
運
ば

れ
、
琉
球
か
ら
は
砂
糖
を
、
薩

摩
は
密
貿
易
で
儲
け
て
い
ま
す

し
、
清
か
ら
は
薬
草
が
富
山
へ

運
ば
れ
、
そ
の
辺
で
皆
さ
ん
は

『
富
山
の
薬
売
り
』
に
繋
が
り
頷

い
て
い
ま
し
た
。
歴
史
に
興
味

の
な
い
方
に
も
楽
し
ん
で
貰
う

仕
掛
け
作
り
を
今
後
も
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
七
月
よ
り
三
年
目
の
任

期
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
の
任

期
と
な
り
ま
す
。
こ
の
一
年
で

何
が
で
き
る
の
か
?
何
を
し
て

い
き
た
い
の
か
?
更
新
に
際
し

て
悩
ん
だ
の
も
事
実
で
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
と
比
べ
、

か
な
り
の
収
入
減
に
な
っ
て
も

夢
を
求
め
た
い
思
い
で
乙
部
に

来
ま
し
た
。

　

当
初
の
自
分
と
何
が
変
わ
っ

た
の
か
?
ブ
レ
て
は
い
な
い
か
?

自
問
し
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
次
第
で
す
。

　

自
分
の
存
在
が
多
く
の
人
た

ち
の
希
望
に
ま
で
は
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
が
、
少
し
の
人
に
で

も
覚
え
て
い
て
も
ら
え
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

地
域
活
性
化
担
当　

今　

昭
人
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7
月
15
日
～
8
月
14
日

　

お
く
や
み

　
　

申
し
上
げ
ま
す

笹
谷
美
代
子
さ
ん（
58
歳
）滝　

瀬

亀
谷　

京
子
さ
ん（
83
歳
）館　

浦

小
田
タ
ヱ
子
さ
ん（
78
歳
）旭　

岱

壁
坂　

勝
雄
さ
ん（
79
歳
）姫　

川

福
山　
　

誠
さ
ん（
82
歳
）館　

浦

久
保
田
キ
ヌ
さ
ん（
90
歳
）緑　

町

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▽
地
域
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

　

羽
原
純
一
さ
ん(

千
葉
県)

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
十
基

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

　

干
野
晃
嗣
さ
ん(

札
幌
市)

　

五
万
円

　

熊
谷
文
敬
さ
ん(

京
都
府)

　

三
万
円

　

中
山
毎
木
さ
ん(

兵
庫
県)

　

一
万
円

　

尾
崎　

徹
さ
ん(

札
幌
市)

　

一
万
円

　

Ｍ
・
Ｈ
さ
ん 

（
札
幌
市
）

　

五
万
円

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す


